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入学おめでとう
町内各小学校で入学式

元気いっぱいの新一年生のみなさん、もう学校には慣れましたか？

4月9日、町内各小学校で入学式が行われました。写真は87人が入学した

島門小学校。新一年生のみなさんは、新しい出会いと希望に胸をときめかせ

ながら、小学校生活のスタートを切りました。

新一年生のみなさん、入学おめでとうございます。早く学校に慣れて、お

友たちをたくさんつくってくださいね。

襲



一般会計59億9691万5千円歳入
歳入とは、1年間に町に入るお金、収入のこと

です。歳入は、皆さんが納める住民税や固定資産

税といった町税など、町でまかなう自主財源と、

地方交付税や国や県から交付される支出金、町の

借金である町儀など国や県の財源に頼る依存財源

蔵曲一般会計59億9691万5千円

歳出とは、1年間に町が使うお金、支出のこと

です。各施設の整備や維持などに使われます。そ

れら使われる目的によって、総務費や民生費、土

木費など14項目に分けられます。

歳入の内訳
町税　　　　　　17億4997万円　地方交付税　　　13億5556万円

繰入金　　　　　　　9億2327万円　国庫支出金　　　　　7億2575万円

町債　　　　　　　　4億8100万円　県支出金　　　　　　2億2322万円

分担金及び負担金　1億510万円　使用料及び手数料　　　6941万円

財産収入　　　　　　　5626万円　地方譲与税　　　　　　5000万円

繰越金　　　　　　　　　5000万円　諸収入　　　　　　　　　4918万円

自動車取得税交付金　　4500万円　ゴルフ場利用税交付金　3500万円

利子割交付金　　　　　3000万円　交通安全対策特別交付金　300万円

特別地方消費税交付金　　20万円
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平
成
9
年
度
の
予
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が
3
月
議
会
で

決
ま
り
ま
し
た
。
一
般
会
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予
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総

額
は
五
十
九
億
九
千
六
百
九
十
一
万
五

千
円
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一
般
会
計
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と
な
り
、
前
年
度

に
比
べ
○
∴
一
一
％
、
金
額
に
し
て
百

二
十
六
万
円
と
わ
ず
か
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
収
入
は
、
町
の
振
興

や
、
福
祉
事
業
、
交
流
事
業
な
と
自
然

と
調
和
し
た
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
た

様
々
な
事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。

町
の
歳
入
は
、
印
税
や
使
用
料
・
手

数
料
な
と
町
が
自
ら
確
保
で
き
る
臼
－

財
源
と
地
方
交
付
税
や
同
・
県
か
ら
の

支
出
金
、
町
儀
（
借
入
金
）
な
と
他
か
ら

確
保
す
る
依
存
財
源
と
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
依
存
財
源
の
比

率
が
四
十
九
・
九
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
中
で
、
最
も
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
る
の
が
町
税
で
す
。
前
年
度

よ
り
五
・
〇
％
増
の
十
七
億
四
千
九
百

九
十
七
万
二
千
円
の
収
入
と
な
っ
て
い

ま
す
。
町
税
に
は
主
な
も
の
と
し
て
、

町
民
税
　
（
個
人
・
法
人
）
　
と
固
定
資
産

税
が
あ
り
、
こ
の
2
つ
で
町
税
全
体
の

九
十
二
・
六
％
を
占
め
ま
す
。

町
税
と
並
び
、
大
き
な
収
入
源
と

な
っ
て
い
る
の
か
地
方
交
付
税
で
、
こ

れ
は
国
が
徴
収
し
た
税
金
の
一
部
を
市

町
村
へ
交
付
す
る
お
金
で
す
。
今
年
度

は
、
前
年
度
に
比
べ
」
ハ
・
八
％
減
の
十

三
億
五
千
五
日
五
十
五
万
六
千
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
財
源
の
不
足
を
補
う
た

め
に
貯
金
に
当
た
る
財
政
調
整
基
金
な

と
を
取
り
崩
し
て
、
九
億
一
千
三
百
二

十
六
万
九
千
円
繰
り
入
れ
　
（
繰
入
金
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て
収
入
を
補
い
ま
す
。

ま
た
、
町
が
園
や
銀
行
か
ら
お
金
を

借
り
入
れ
る
町
儀
は
、
昨
年
に
比
べ
る

と
一
二
八
％
増
の
四
億
八
千
百
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

国
か
ら
町
に
交
付
さ
れ
る
国
庫
支
出

金
は
、
七
億
二
千
五
百
七
十
五
万
一
千

円
で
、
昨
年
に
比
べ
「
九
・
九
％
増
、

金
額
に
し
て
一
億
二
千
四
十
七
万
七
千

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。



音土木貴書
住宅地区改良事業費

51憲5090万1000円

街路事業費　　1億445万i2000円
道路維持修理費　9998万i3000円
公園費　　　　　　　8965万4000円
交通安全施設整備事業費

7592万3000円

用悪水路維持費　　　　5088万円

漢民生費■
社会福祉総務費

2億5604万1000円

老人福祉費　　3億3186万9000円
児童福祉費　　2億7893万3000円
ふれあいの里建設事業費

1億6450万1000円

障害福祉費　　　　　　2284万円
国民年金事務取扱費

1833万3000円

漢総務費■
庁舎増改築事業費

2億6532万1000円

鵜教育費獲
′」、学校大規模改造事業費

2億2544万7000円

学童保育費　　　　3630万9000円
尾崎天神遺跡発掘調査費

1051万7000円

文化ふれあい事業費
175万1000円

鵜衛生登園
老人保健事業費　3085万6000円
環境衛生費　　　　　　1353万円

鵜農林水産業費臆
老朽溜池等整備事業費

1033万9000円

県営圃場整備事業費　2059万円
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歳出の内訳 
土木費　　　14億3042万円　　　民生費　　　12億8339万円 

総務費　　　　9億6012万円　　　教育費　　　　8億4064万円 

公債費　　　　5億815万円　　　衛生費　　　　　3億9540万円 

消防費　　　　2億4156万円　　　農林水産業費　1億7701万円 

議会費　　　1億1113万円　　　予備費　　　　　　2000万円 

商工費　　　　　1269万円　　　諸支出金　　　　1183万円 

労働費　255万円災害復旧費200万円 　その他　蓬霧弗 

16．2％　　　　　　　　　饗輸鈎／、 

公債受 8・5％　股－ 

教育箕　　　　　　　民生費 

14・0％　総務費　　21・4％ 

16．0％ 

1 億 3 �土 地 取 �1 �公 共 �2 �農 業 集 �7 �地 域 下 
億 8 �下 

7 �得 �3 � �億 �） �0 �7 
2 3 万 8 �特 製 軍事 計 �9 4 万 1 �蝶 番毒 �5 2 1 7 �韓 �7 3 万 9 千 �彊 義軍 計 

千 円 ��千 円 �計 �万 円 ��円 

活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
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新
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活
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づ
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今
年
度
の
歳
出
の
う
ち
、
最
も
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
る
の
が
土
木
謡

で
、
十
四
億
三
千
回
上
二
万
三
千
円
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な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
に
続
き
、
道
路

維
持
修
理
費
や
街
路
事
業
謡
、
住
宅
地

区
改
良
事
業
費
等
の
予
算
を
計
と
し
て

い
ま
す
。

土
木
費
に
次
い
で
大
き
な
割
合
を
占

め
る
民
生
費
は
、
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」

事
業
・
管
理
費
や
「
高
齢
者
福
祉
」
「
障

害
者
福
祉
」
等
に
当
て
ら
れ
る
費
用
で
、

十
二
億
八
千
三
百
一
二
十
九
万
一
千
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
議
会
費
は
議
員
の

報
酬
を
は
じ
め
議
会
の
運
営
に
必
要
な

解
離
で
す
。
健
康
づ
く
り
の
推
進
や
、

老
人
保
健
の
事
業
費
等
に
使
わ
れ
る
衛

生
費
は
、
三
億
九
千
五
百
四
十
万
一
千

円
を
計
上
。
ま
た
衛
生
費
に
含
ま
れ
る

清
掃
費
は
、
二
億
八
千
七
百
六
上
－
方

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
〈
ら

し
の
中
で
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
、
あ
る
い

は
危
険
物
の
収
集
の
経
欝
に
当
て
ら
れ

ます。こ
の
ほ
か
、
小
中
学
校
の
施
設
整
備

等
に
当
て
ら
れ
る
教
育
費
に
は
八
億
四

千
六
十
四
万
一
千
円
、
農
業
振
興
や
水

利
施
設
管
理
な
と
に
当
て
ら
れ
る
農
林

水
産
業
費
は
、
一
億
七
千
七
百
一
万
四

千
円
、
ま
た
借
入
金
の
返
済
に
当
て
る

公
債
謁
は
、
五
億
八
百
十
五
万
二
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
歳
出
金
は
、
遠
賀
町
の

さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
使
わ

れ
ま
す
。
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黄
色
い
じ
ゅ
う
た
ん

菜
の
花
ロ
ー
ド

鬼
津
の
県
道
広
渡
・
黒
山
繚
沿
い
の
あ
ぜ
道
に
、
約
．
・
．
キ
ロ

に
わ
た
っ
て
植
え
ら
れ
て
い
る
菜
の
花
が
、
4
月
上
旬
満
開
と
な
り

人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
来
年
も
ま
た
、
美
し
く
き

れ
い
な
菜
の
花
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

春
は
出
会
い
の
季
節
で
す

遠
賀
中
央
幼
稚
園
で
入
園
式

4
月
1
0
日
に
、
遠
賀
中
央
幼
稚
岡
で
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

入
園
児
の
皆
さ
ん
は
、
保
護
者
に
手
を
ひ
か
れ
、
幼
稚
園
の
門
を
く

ぐ
つ
て
輝
か
し
い
幼
稚
岡
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
新
入
園

児
の
常
さ
ん
、
入
団
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
と
も
だ
ち
を
た
く

さ
ん
つ
く
っ
て
、
楽
し
い
幼
稚
園
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

デ
イ
ズ
〓
I
映
画
に

子
と
も
た
ち
は
大
喜
び

春
休
み
映
画
鑑
賞
会

3
月
2
9
日
に
速
算
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
春
休
み
映
画
鑑
賞

会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
に
上
映
さ
れ
た
の
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画

の
「
ト
イ
ス
ト
ー
リ
ー
」
。
会
場
に
は
多
く
の
予
と
も
た
ち
が
訪
れ
、

と
て
も
楽
し
そ
う
に
映
画
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。



（町内分・敬称略） グラウンドゴルフ交； 3月23日遠賀総合運動公園 3月23日に、遠賀総合運動公園緑の広 ンドゴルフ交流会が行われました。結果 です。（敬称略） 1位＝有井イツ子2位＝松村泰雄 �　軽墓園 流会 緑の広場－ 場で、ゲラウ　‾瑞（（㌻ は次のとおり騨 　懸一蹴醗一議醗 
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題漢音■増相聞麗 � �蟻題騙覿　3月23日　岡垣町武道館 
一一一当〇〇〇田島　／11－－－－－－－言出曲÷＼／／ 

主／●（ヽ �＼） �3月23日に岡垣町武道館で　郡内少年柔道大会 
灘寧潤断言器した。蒜次のと、ぉりです。（町内分 ：∴∴∴∴千一：∴∴：∴；：∴∴：∴ 
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少年空手道大会
4月20日　遠賀町民体育館

4月20日に遠賀町民体育館で、少年空手道大会

が行われました。結果は次の通りです。（町内分・

敬称略）

個人戦組手

◇小学1－2年　白帯の部

3　位＝増田壮大

◇小学5－6年　茶・黒帯の部

準優勝＝赤星昇

団体戦組手

遠賀町二第4位（参加11チーム）

紅　　う　　先　　鴫　　花　　　　　　　り　夕　　摘水　　こ　水　　る　冬　　の　水 
自　　ら　　導　　の　　辛 �俳 �い　暮　　む　温　　舟　温　　み　の　　香　ぬ �経 � �俳 
のらは忽夷 ：：：：： ��で　れ　　芹　む　」　む　　栗　岡　　匂　る 

匂 遺 書 �急の　の「の柳　ては　うむ ぎ空　根合　上Iiiそ水　あ椎 �歌 

帰の　　の　馬　　紙今　　れ底　　さ　田 �念 ん 

轟詰癌 　にろ てなふ多と匂利 光昇り信恵もふ選 ��り　雲　　白」　吹日　　ぞに　　り　の ���短句 歌 

俳 麦 句 会 望 �∴　∴　∴　∴　∴早 春　すの　うIiIく緋 �が 9露 歌 

川 原　窪婁嘗‡奄　言奄　讐薫　き端 タ　突す　らト「は　友富 �食 鉄 筆 

ツ　　加　え　　ぎ　シ　　ど房　　水国　　ゆ選 
代　　鼓　し彦　　子　　子　　　　　　ミ　　鴫の　　に　ミ　　ん江　　ぬ子　　機 ��� 
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編集

遠賀町民学習ネットワーク事業
運営委員会

〒811－43遠賀町大字今古賀513番地

中央公民館内℡093（293）1355

言

自己再発見
してみませんか。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
学
習
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
は

あ
な
た
の
発
見
の
き
っ
か
け
づ
く
り

「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
」

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
」
着
付
け

の
開
級
式
が
あ
り
ま
し
た
。

希
望
者
　
十
一
名

場
　
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

月
　
日
　
四
月
十
九
日
　
（
土
）

教
育
長
様
の
挨
拶
の
あ
と
す
ぐ
学
習
で

す
。
世
話
人
・
諸
侯
を
き
め
た
あ
と
は
、

有
志
指
導
者
の
も
と
、
早
速
楽
し
そ
う
に

着
物
と
の
取
り
組
み
で
す
。

第
一
回
～
第
三
回

着
付
け
方
と
半
巾
帯
の
結
び
方

第
四
回
－
第
六
回

着
付
け
方
と
名
古
屋
帯
の
結
び
方

第
七
回
－
第
九
回

着
付
け
方
と
袋
帯
の
結
び
方

第
十
回

線
復
習

以
上
が
指
導
計
画
で
す
。

学
習
時
間
は
毎
週
土
曜
日
の
午
後
二
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
全
十
回
で
す
。
閉
級

式
は
六
月
三
十
日
で
す
。

十
回
の
学
習
は
公
民
館
講
座
と
し
て
中

央
公
民
館
が
必
要
な
経
費
を
負
担
し
ま

す。
ま
た
、
十
回
の
学
習
を
終
了
し
た
後
は

学
習
し
た
グ
ル
ー
プ
が
そ
の
ま
ま
自
主
的

学
習
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
着
付

け
の
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
も
そ
の
予

定
で
す
。

遠
賀
町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

学
習
グ
ル
ー
プ
紹
介

新
町
睦
会
の
カ
ラ
オ
ケ
学
習
グ
ル
ー
プ

を
見
学
さ
せ
て
い
た
た
き
ま
し
た
。

場
　
所
　
　
　
新
町
公
民
館

回
数
と
曜
日
　
月
四
回
金
曜
日

時
　
間
　
　
　
十
二
時
－
十
四
時

有
志
指
導
者
　
里
山
積
市
様

会
場
に
入
っ
た
ら
途
端
に
、
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
と
笑
い
が
肱
が
っ
て
い
る
。
丁

度
個
人
レ
ッ
ス
ン
の
時
間
で
し
た
。

ツ
ボ
を
得
た
指
示
と
心
の
持
ち
方
の
指

導
が
音
楽
と
マ
ノ
チ
し
て
楽
し
い
ば
か
り

で
し
た
。

一
時
間
は
指
導
者
か
ら
の
与
え
ら
れ

た
、
共
通
の
課
題
曲
の
練
習
。
あ
と
の
一

時
間
は
個
人
の
持
ち
歌
の
指
導
を
し
て
い

た
た
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
途
中

で
お
茶
の
時
間
　
（
一
ケ
月
二
百
円
出
し
）

を
と
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
五
十
才

か
ら
八
十
才
ま
で
で
新
町
以
外
の
地
区
の

方
々
も
参
加
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す。
代
表
者
の
野
中
浅
子
さ
ん
他
参
加
者
の

方
々
は

①
　
歌
う
こ
と
が
健
康
に
よ
い

②
　
仲
間
づ
く
り
に
よ
い

③
　
ス
ト
レ
ス
解
消
に
よ
い

歌
も
上
手
に
な
り
良
い
こ
と
ば
か
り
の
よ

う
で
す
。

指
導
者
の
里
山
さ
ん
か
ら
は
希
望
者
が

今
も
あ
る
が
十
九
名
で
も
多
す
ぎ
る
が
学

習
者
の
熱
意
に
対
し
て
頑
張
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
本
当
に
有
り
難
い
こ
と
で

す。

轟
謬
醒
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「
生
涯
学
習
」

平
成
九
年
度

遠
賀
・
中
間
地
区

老
人
大
学
院
講
座

Ⅲ
開
設
の
趣
旨

高
齢
者
に
学
習
の
場
や
社
会
参
加
へ

の
機
会
を
提
供
し
、
豊
か
な
年
活
体
験

を
生
か
し
な
が
ら
、
身
体
的
精
神
的
能

力
の
維
持
発
展
を
助
長
し
、
よ
ろ
こ
び

と
自
信
を
も
っ
て
、
生
き
が
い
の
あ
る

星
活
を
創
り
出
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
設
し
ま
す
。

㈲
王
催
者
　
　
講
座
運
営
委
員
会

開
開
設
場
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

刷
対
象
者
　
　
六
十
．
才
以
上
で
、
遠

賀
・
中
間
地
区
さ
わ
や
か
シ
ル
ハ
ー
大

学
を
修
了
さ
れ
た
方

㈲
募
集
人
員
　
百
二
十
名

㈲
開
設
期
間

平
成
九
年
六
月
三
日
～
十
二
月
二
日

毎
週
火
曜
日
・
計
二
十
回

㈲
受
講
料
　
　
無
料

㈲
講
座
内
容

教
護
コ
ー
ス
　
（
全
員
受
講
）

十
時
～
十
二
時

選
択
コ
ー
ス
　
（
コ
ー
ス
別
に
受
講
）

コ
ー
ス
は
①
歴
史
教
室
、
②
童
謡
・
唱

歌
、
③
水
墨
画
、
④
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ

ワ
ー
　
十
三
時
～
十
五
時

㈲
申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
中

央
公
民
館
に
提
出

㈹
〆
切
り
目
　
五
月
十
四
日
ま
で

関
係
講
座
い
　
っ
ぱ
い

ど
れ
か
の
講
座
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

平
成
九
年
度

家
庭
教
育
学
級
講
座

用
開
設
の
趣
旨

家
庭
教
育
に
関
す
る
日
常
の
諸
問
題

を
中
心
に
、
弱
体
化
し
た
と
い
わ
れ
る

家
庭
教
育
の
活
性
化
を
考
え
な
が
ら
、

親
と
し
て
の
役
割
の
認
識
と
明
る
く
健

康
で
こ
こ
ろ
豊
か
な
家
庭
作
り
を
目
指

し
て
行
く
た
め
に
、
こ
の
学
級
を
開
設

し
て
こ
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
は

か
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

㈲
開
設
者
　
　
遠
賀
町
教
育
委
員
会

㈲
学
習
場
所
　
茂
木
、
島
門
、
広
渡
の
各

小
学
校
・
中
央
公
民
館

㈲
募
集
人
員
　
二
十
五
名

聞
学
習
期
間
　
平
成
九
年
六
月
十
八
日
－

平
成
十
年
一
月
十
六
日

㈲
学
習
内
容

月
日
・
時
間
・
場
所
・
具
体
的
内
容
等

は
各
小
学
校
の
募
集
要
項
を
見
て
く
だ
さ

い
。
（
八
回
）

平
成
九
年
度

「
親
子
教
室
」
講
座

〔
マ
マ
の
心
と
子
供
の
未
来
〕
　
を
テ
ー
マ

に
と
ん
な
千
に
で
も
、
両
親
次
第
。
幼
児

教
育
は
、
人
間
の
成
長
に
と
っ
て
、
最
も

重
要
な
教
育
と
い
う
趣
旨
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
幼
児
教
育
に
関
心
の
あ
る
方
は
是
非

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

参
照
　
こ
の
広
報
の
人
員
を
こ
覧
く
だ

さ
い
。

平
成
九
年
度

遠
賀
・
中
間
地
区
老
人
大
学
講
座

（
さ
わ
や
か
シ
ル
バ
ー
大
学
）

仙
開
設
の
趣
旨

老
人
大
学
院
講
座
と
同
じ

㈲
開
設
者
　
　
講
座
運
営
委
員
会

㈲
開
設
場
所
　
水
巻
町
中
央
公
民
館

㈲
募
集
対
象
　
遠
賀
郡
・
中
間
市
に
在
住

す
る
六
十
才
以
上
の
力

㈲
募
集
人
員
　
約
百
十
名

㈲
開
設
期
間
　
六
月
±
二
日
か
ら
十
一
月

十
二
日
ま
で
毎
週
金
聴
日

間
受
講
料
　
　
無
料

㈲
学
習
内
容

①
教
養
コ
ー
ス
　
（
全
員
）

十
時
－
－
二
時

②
選
択
コ
ー
ス
　
（
希
望
）

書
道
、
健
康
体
操
、
陶
芸
、
ク
レ
パ

ス
画
・
水
彩
画

十
三
時
－
十
五
時

㈲
申
込
方
法

五
月
二
十
三
日
ま
で
に
、
遠
賀
郡
各
町

と
中
間
市
の
社
会
教
育
課
又
は
中
央
公

民
館

平
成
九
年
度

寿
大
学
講
座
が
は
じ
ま
る

＝
年
長
者
に
社
会
参
加
と
牛
き
が
い
＝

を
テ
ー
マ
に
例
年
の
よ
う
に
今
年
も
寿
大

挙
講
座
が
五
月
十
五
日
か
ら
月
二
回
木
曜

日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

遠
賀
町
に
在
住
す
る
六
十
才
以
上
の
人

を
対
象
者
と
し
ま
す
。
日
に
よ
っ
て
多
少

遠
い
ま
す
が
十
時
か
ら
十
五
時
ま
で
全
員

で
学
習
す
る
教
義
コ
ー
ス
と
各
人
の
希
望

に
よ
る
選
択
コ
ー
ス
　
（
健
康
教
室
、
切
り

絵
、
盆
栽
、
ク
ラ
フ
ト
教
室
）
　
と
の
学
習

が
あ
り
ま
す
。

場
所
は
中
央
公
民
館
で
す
、
受
講
者
は

健
康
に
注
意
し
な
が
ら
欠
席
し
な
い
よ
う

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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鹿かピーだより

●展示作晶

かな雪道

●展示細田

5月30日（金）まで

特別葬祭給付金の

請求はお済みですか？

原子爆弾により被爆され、昭和

49年9月30日までに亡くなった

親、兄弟などの肉親がいる被爆者

の方は、この制度の対象となる可

能性があります。請求期間は平成

9年6月30日までですので、お早

めに下記までご連絡ください。

S問い合わせ

・福岡県遠賀保健所

℡（201）4161

・福岡県保健環境部健康増進課老

人保健係　℡092（622）0716

（㌻

犬の放し飼いは
やめましょう

最近、保健衛生係に犬の放し飼い
に対する苦情が多数寄せられていま
す。夜間はもちろん散歩のときも、
決して放さないでください。遠賀町
飼い犬条例により、放し飼いは禁止
されています。
また、フンの後始末もきちんとし

ましょう。

3
歳
児
健
康
診
毒

が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
5
月
2
2
日
　
（
木
）
　
午
後
1
時

1
0
分
～
1
時
4
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
平
成
6
年
2
月
1
日
か
ら
平

成
6
年
4
月
0
0
日
生
ま
れ
の
幼
児

●
内
容
　
医
師
に
よ
る
診
察
、
歯
科
医

師
に
よ
る
診
察
と
歯
み
が
き
指
導
、

栄
贅
相
談
及
び
保
健
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
健
診
日
早
朝
の
尿
を
一
〇
c
c
程

度
、
お
子
さ
ん
が
家
庭
で
使
っ
て
い

る
歯
ブ
ラ
シ
、
健
康
診
杏
葉

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

身
体
障
害
菩
運
転

免
許
取
得
事
業
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

●
受
諸
資
格

用
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
大

開
福
岡
県
内
に
一
年
以
上
居
住
し
、
年

齢
が
1
8
歳
以
上
の
大

開
障
害
が
肢
体
不
自
由
、
聴
覚
、
音
声

及
び
そ
し
ゃ
く
機
能
の
障
害
ま
た
は

医
師
の
診
断
に
よ
り
自
動
車
の
運
転

に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
内
部

障
害
　
（
原
則
と
し
て
心
臓
機
能
障
害

を
除
く
）
　
の
人

用
免
許
の
取
得
に
よ
り
就
労
等
に
効
果

が
見
込
ま
れ
る
人

●
申
込
み
　
5
月
鳩
目
　
（
木
）
　
ま
で
に

福
祉
課
福
祉
係
ま
で

※
な
お
年
齢
が
5
0
歳
を
超
え
る
人
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
五
級
以
下

の
人
に
つ
い
て
は
、
受
講
決
定
に
当

た
っ
て
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す。
●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
福
祉
係

青
い
鳥
郵
便
は
が
き

を
無
料
配
付
し
ま
す

●
対
象
者
　
重
度
の
身
体
障
害
者
・
児

（
一
級
ま
た
は
二
級
）

●
受
付
期
間
　
6
月
2
日
　
（
月
）
　
ま
で

●
配
付
枚
数
　
申
込
み
の
あ
っ
た
重
度

の
身
体
障
害
者
・
児
一
人
に
つ
き
二

十
枚

●
申
込
方
法
　
住
所
ま
た
は
居
所
の
お

近
く
の
郵
便
局
に
身
体
障
害
者
手
帳

を
提
示
し
、
所
定
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
（
代
理
人
も
可
と
し
ま
す
。
）
　
用

紙
は
、
郵
便
局
、
福
祉
事
務
所
な
ど

の
窓
口
に
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
郵
便
に
よ
っ
て
申
し
込
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。

●
配
付
の
方
法
　
こ
の
葉
書
は
、
郵
送

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
住
所
ま
た
は

居
所
を
受
け
持
つ
集
配
郵
便
局
に
直

接
申
し
込
ま
れ
た
場
合
は
、
そ
の
郵

便
局
の
窓
口
で
配
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

広
げ
よ
う
！
－
小
宴
か
な
子

育
て
！
親
子
教
室
の

受
話
生
を
募
集
し
ま
す

い
つ
の
時
代
で
も
「
や
さ
し
い
子
」

「
が
ん
ば
り
や
の
子
」
、
ど
ん
な
子
で

も
両
親
し
だ
い
。
幼
児
教
育
は
、
人
間

の
成
長
に
と
っ
て
、
大
切
な
こ
と
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
遠
賀
町
育
児
会
の
協

力
を
得
て
、
新
し
い
早
期
教
育
「
親
子

教
室
」
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
。

●
学
習
内
容

◇
6
月
1
8
日
　
（
水
）
　
「
お
か
あ
さ
ん
元

気
で
す
か
、
子
ど
も
は
元
気
で
す
」

◇
1
月
1
6
日
　
（
水
）
　
「
医
学
的
見
地
か

ら
み
た
知
能
の
発
達
」

◇
9
月
1
7
日
　
（
水
）
　
「
子
育
て
蝶
理
」

◇
1
0
月
1
5
日
　
（
水
）
　
「
母
の
時
間
」

◇
日
月
1
9
日
　
（
水
）
　
「
代
表
者
に
よ
る

体
験
発
表
」

●
受
付
期
間
　
5
月
1
3
日
　
（
火
）
　
か
ら

6
月
6
日
　
（
金
）
　
ま
で

●
申
込
先
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
事
務

室
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

社
会
教
育
串
薫
を
お
手

伝
い
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

教
育
委
員
会
の
社
会
教
育
課
で
は
、

年
間
を
通
し
て
様
々
な
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

本
年
度
、
こ
れ
ら
の
社
会
教
育
事
業

の
実
施
に
際
し
て
、
お
手
伝
い
を
し
て

く
だ
さ
る
高
校
生
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
　
（
団
体
・
個
人
）
　
を
募
集
し
ま
す
。

ご
連
絡
い
た
だ
い
た
人
は
名
簿
に
登

録
し
、
必
要
に
応
じ
て
各
事
業
で
お
手

伝
い
を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。
希
望

者
は
5
月
0
0
日
ま
で
に
社
会
教
育
課
ま

で
。
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4



新企画！親子わいわいサンデー
劉暗大募集！

●募集対象および人員

小学校1年生から4年生までの子ともとそ
の保護者20組（40人）。原則として全日程

参加できる人
●参加料　保険料1組500円、スケート代（実

費）
●内容

▽6月8日（日）午前9時一正午　遠賀ふれ

あいの里センター　レク）エーションサンデー

▽9月21日（日）年前9時一正午　遠賀総合

運動公園内陶芸室　陶芸サンデー①
▽10月19日（日）午前9時一正午　遠賀総合

運動公園内陶芸室　陶芸サンデー②
▽12月7日（目）午前10時一午後1時　遠賀

町中央公民館調理室ゲ）スマスケーキサンデー

▽2月15日（円）午前10時一午後1時　恋の

浦屋外スケート場　スケートサンデー（雨

天の場合は、　小倉アイスパレス）

●申込み・問い合わせ　教育委員会　社会教

育係℡（293）1234（内線357）電話での申込

みOKです。定員になり次第締切ります。

‾ヽ

6
月
は
児
童
手
当

現
況
届
提
出
の
月
で
す

●
届
け
出

▽
現
況
届

現
在
、
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て

い
る
人
は
6
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況

届
」
を
福
祉
課
福
祉
係
へ
提
出
し
て
く

た
さ
い
。
こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
引

き
続
き
受
給
で
き
る
資
格
が
あ
っ
て
も

6
月
分
か
ら
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

▽
認
定
請
求

受
給
資
格
が
あ
る
の
に
未
請
求
の
人

は
認
定
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

●
受
給
資
格
　
3
歳
未
満
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
こ
と
。

※
自
分
の
子
ど
も
で
な
く
て
も
監
護

し
、
一
定
の
生
計
関
係
が
あ
れ
ば
支

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

た
し
、
前
年
の
所
得
額
が
一
定
額
以

上
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
支
給
金
額
　
第
一
子
・
二
子
は
月
額

五
千
円
、
第
三
千
以
降
は
月
額
一
万

円
で
す
。

●
申
込
み
　
6
月
2
7
日
　
（
金
）
　
ま
で
に

福
祉
課
福
祉
係
へ
　
（
現
況
届
の
用
紙

は
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
。
）
な
お
、

平
成
8
年
1
月
1
日
以
後
に
転
入
さ

れ
た
人
は
、
前
住
所
地
の
児
童
手
当

用
所
得
証
明
書
が
必
要
で
す
。

自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
現
在

の
自
動
車
の
名
義
人
に
か
か
り
ま
す
。

平
成
9
年
度
の
納
期
限
は
6
月
2
日
で

す。
も
し
住
所
変
更
等
で
納
付
書
が
届
か

な
か
っ
た
人
は
若
松
県
税
事
務
所
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
動
車
を

買
い
換
え
た
と
き
、
下
取
り
に
出
し
た

車
の
納
付
書
が
送
ら
れ
て
き
た
場
合
は

抹
消
登
録
か
移
転
登
録
が
す
ん
で
い
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
依

頼
し
た
販
売
会
社
等
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
　
若
松
県
税
事
務
所

℡
　
（
1
6
1
）
　
4
0
2
3

第
6
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

遠
賀
川
場
所
が
開
催

さ
れ
ま
す

●
と
き
　
5
月
2
5
日
　
（
日
）
　
午
前
8
時

00分－

●
と
こ
ろ
　
岡
垣
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

相
撲
場

●
出
場
資
格
　
小
学
3
～
6
年
生

●
続
投
方
法
　
4
学
年
複
合
に
よ
る
団

体
戦
、
3
－
6
年
生
各
学
年
の
個
人

戦
　
（
4
～
6
年
生
の
優
勝
者
は
1
月

2
7
日
の
全
国
大
会
へ
出
場
）

●
締
切
　
5
月
1
5
日
　
（
木
）
　
ま
で
に
小

学
校
ま
た
は
地
域
の
監
督
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
㈲
ひ
び
き
青
年
会
議

所
　
℡
　
（
2
4
6
）
　
2
3
9
6

九
電
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス

員
が
お
伺
い
し
ま
す

毎
日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
電
気
の

こ
と
を
や
さ
し
く
楽
し
み
な
が
ら
お
話

し
ま
す
。
ご
自
宅
等
で
お
友
だ
ち
同
志

の
集
ま
り
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
そ
こ
へ

お
じ
ゃ
ま
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
五
－
六

人
で
も
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
楽
し
い

時
間
を
お
約
束
し
ま
す
。
ご
応
募
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
講
座
の
内
容

発
電
の
し
く
み
と
電
気
の
旅
・
電
気

料
金
の
お
は
な
し
・
住
ま
い
の
照
明
・

電
気
器
具
の
上
手
な
使
い
方
・
コ
ー
ド

修
理
の
仕
方
・
発
電
所
見
学
会

●
申
込
先
　
九
州
電
力
折
尾
営
業
所

℡
　
（
6
9
1
）
　
3
8
3
1
　
サ
ー
ビ
ス

担
当
ま
で

森
と
湖
の
あ
る
風
景
画

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
重
義

●
テ
ー
マ
　
「
森
と
ダ
ム
」
・
「
森
と
ダ

ム
湖
」
　
の
ゆ
た
か
な
水
と
緑
の
風
景

を
描
き
、
夢
と
安
ら
ぎ
が
感
じ
ら
れ

る
個
性
的
な
絵

●
応
募
資
格
　
高
校
生
以
下
の
人

●
申
込
み
　
6
月
1
3
日
　
（
金
）
　
ま
で
に

㈱
ダ
ム
水
源
地
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

内
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
全
国

行
事
実
行
委
員
会
事
務
局
へ
　
〔
〒
鵬

東
京
都
千
代
田
区
鞠
町
ニ
ー
十
四
i

二
　
℡
0
3
　
（
3
2
6
3
）
　
9
0
5

●
入
賞
者
の
発
表
　
1
月
中
旬
ご
ろ
入

賞
者
に
郵
便
で
通
知
し
ま
す

に
該
当
す
る
人

用
昭
和
4
3
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
1
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

㈲
昭
和
5
1
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
た

人
で
短
期
大
学
ま
た
は
高
等
専
門
学

校
を
卒
業
し
た
人
　
（
平
成
1
0
年
3
月

卒
業
見
込
み
可
）

●
試
験
日

▽
I
種
と
Ⅱ
種
　
（
事
務
系
）
　
6
月
2
9
日

（日）

▽
Ⅱ
種
（
技
術
系
）
　
6
月
2
8
日
　
（
土
）

※
詳
し
く
は
、
福
岡
防
衛
施
設
局
総
務

部
総
務
課
人
事
係
　
℡
0
9
2
　
（
4

1
2
）
　
2
3
2
1
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平
成
9
年
度
少
年

団
体
指
霜
害
研
修

（
中
級
）
の
参
加
者
募
集

防
衛
庁
職
員
採
用

試
験
が
あ
り
ま
す

●
受
験
資
格

▽
I
種
　
（
大
卒
程
度
）
　
昭
和
3
9
年
4
月

2
日
か
ら
昭
和
5
1
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

▽
Ⅱ
種
　
（
大
卒
程
度
）
　
次
の
各
号
の
一

●
と
き
　
5
月
3
1
日
　
（
土
）
　
か
ら
6
月

1
日
　
（
日
）
　
ま
で
の
二
日
間

●
と
こ
ろ
　
直
方
市
中
央
公
民
館

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

●
対
象
　
子
ど
も
会
育
成
会
役
員
、
小

中
学
校
職
員
、
子
ど
も
の
指
導
に
関

心
の
あ
る
人
　
（
三
十
人
）

●
参
加
費
　
千
円
（
保
険
・
食
財
費
等
）

●
内
容
　
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

救
急
救
護
法
、
野
外
調
理
、
テ
ン
ト

設
営
、
凧
作
り
、
竹
細
工
作
り
等

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
　
5
月
2
2

日
　
（
木
）
　
ま
で
に
社
会
教
育
課
　
℡

（

2

9

3

）

　

1

2

3

4



劇
発行　福岡県道質郡速経世」大字今古質513違質町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　株式会社　ペイジ

第
二
回
伝
統
芸
能
部
会

発
表
会
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
5
月
2
5
日
　
（
R
）
　
午
前
9
時

0
0
分
開
場
、
午
前
1
0
時
0
0
分
開
演

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル

※
入
場
無
料

主
催
　
遠
賀
町
文
化
協
会

5
月
2
1
日
か
ら
即
日
ま
で
は

「
家
内
労
働
旬
間
「
で
す

「
渡
そ
う
も
ら
お
う
手
か
ら
手
へ
　
つ

な
く
信
頼
　
家
内
労
働
手
帳
」
　
を
ス

ロ
ー
カ
ン
に
、
今
年
も
5
月
2
1
日
か
ら

3
1
日
ま
で
の
間
、
家
内
労
働
旬
間
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
家
内
労
働
手
帳
は
、
委

託
業
務
に
か
か
る
工
償
額
及
び
支
払
い

期
日
等
の
条
件
を
文
葺
で
明
示
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
家
内
労
働
者
の
権
利
を

保
護
し
、
当
事
者
間
の
缶
用
の
ト
ラ
ブ

ル
を
防
止
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
家

内
労
働
者
も
家
内
労
鋤
の
委
託
を
受
け

る
際
は
、
家
内
労
働
手
帳
を
交
付
し
て

J
h
r
b
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

家
内
労
働
に
関
し
て
不
明
な
点
が
あ

れ
ば
、
福
岡
労
働
娘
嘩
局
賃
金
課
　
℡

0

9

2

　

（

4

1

1

）

　

4

5

7

8

　

ま

た

は
最
寄
り
の
労
働
塞
嘩
監
常
習
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
参
加
者
募
集
－
⑪

●
と
き
　
5
月
1
8
日
　
（
日
）
　
午
前
8
時

3
0
分
か
ら
　
（
雨
天
中
正
）

●
と
こ
ろ
　
違
質
総
合
運
動
公
園
　
練

の
広
場

●
参
加
資
格
　
町
内
在
住
者
　
（
小
学
4

年
生
以
上
）
、
在
勤
者
。
個
人
で
も

グ
ル
ー
プ
で
も
参
加
で
き
ま
す
〉

●
内
容
　
．
チ
ー
ム
六
人
　
（
チ
ー
ム
翻

戊
は
当
日
会
場
で
抽
選
を
行
い
ま

す
。
）
　
で
－
．
コ
ー
ス
　
（
　
コ
ー
ス
、

八
ホ
ー
ル
）
　
を
同
÷
り
、
全
員
で
最

小
打
数
を
競
い
合
う
も
の
で
す
。

●
申
込
み
　
5
月
1
2
日
　
（
月
）
　
ま
で

に
教
育
委
員
会
体
育
振
輿
係
へ
お

電
話
で
申
し
込
む
か
、
ま
た
は
ケ

ラ
ワ
ン
ト
コ
ル
フ
教
室
の
時
に
各

会
場
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4
内
線
3
5
8

交
流
会
に
備
え
て
…
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
を
開
催
し
ま
す

●
と
き
　
5
月
H
H
　
（
H
）
　
午
前
9
時

か
ら
川
崎
0
0
分
ま
で

●
と
こ
ろ
　
各
小
学
校
ク
ラ
ウ
ン
ト

●
参
加
資
格
　
町
内
在
住
者
　
（
小
学
4

年
生
以
上
）
、
在
勤
者

●
申
込
み
　
事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
住
所
地
の
会
場

に
直
接
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
体
育

振
興
係
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3

4
∴
内
線
3
5
8

限
り
あ
る
い
の
ち
の
水
を
大
切
に

水
道
週
間
　
6
月
1
日
～
7
日

6

月

1

日

か

ら

7

日

ま

で

の

1

週

間
、
全
国
一
斉
に
水
道
週
脚
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
近
代
水
道
の

は
じ
ま
り
は
、
明
治
2
0
年
横
浜
市
の
通

水
が
最
初
で
す
。
そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
、

一
世
紀
を
超
、
え
、
こ
の
間
に
水
道
は
日

ざ
ま
し
く
普
及
し
、
昭
和
3
4
年
に
全
国

で
わ
ず
か
四
十
八
・
七
％
で
あ
っ
た
も

の
が
、
現
在
で
は
九
十
五
％
と
高
普
及

時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

中
間
水
道
も
当
初
計
画
給
水
戸
数
三

千
戸
・
給
水
人
口
一
万
五
千
人
で
あ
っ

た
も
の
が
現
在
で
は
、
一
万
八
千
二
百

十
一
戸
・
五
万
百
三
十
人
に
、
連
邦
町

で
六
千
所
三
十
三
戸
・
一
万
九
千
六
百

四
十
五
人
に
給
水
し
て
お
り
、
普
及
率

も
中
間
市
で
百
％
、
遠
賀
町
で
九
十

九
二
ハ
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
は
さ
ま
さ
ま
な
分
野
で
、
生
活
を

支
え
て
い
ま
す
。
農
作
物
と
水
、
交
通

と
し
て
の
水
路
、
魚
の
住
居
、
水
力
で

の
発
電
、
観
光
と
し
て
の
水
、
防
火
、

そ
し
て
人
間
是
清
の
後
始
末
も
水
が
果

た
し
ま
す
。

水
道
は
、
町
民
の
健
康
で
文
化
的
な

日
常
生
活
を
支
え
る
最
も
重
要
な
施
設

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
生
活
環
境
の
改

善
や
防
火
、
産
業
の
発
碇
な
ど
の
効
用

を
兼
ね
備
え
て
お
り
、
人
間
の
生
存
に

と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で

す。

水
道
週
間
は
、
こ
う
し
た
水
道
に

つ
い
て
み
な
さ
ん
の
よ
り
よ
い
理
解

と
、
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
週
間
中
の

行
事
な
ど
に
、
み
な
さ
ん
の
稲
極
的

な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

浄
水
場
を
開
放
し
ま
す

中
間
市
の
浄
水
場
で
は
、
原
水
を

「
回
転
円
板
法
」
に
よ
り
生
物
酸
化

処
理
し
て
い
ま
す
。

生
物
酸
化
処
理
と
は
、
用
の
流
れ

の
中
で
自
然
に
く
り
か
え
さ
れ
て
い

る
酸
素
の
供
給
と
、
生
物
に
よ
る
有

機
物
の
分
解
と
い
う
浄
化
の
作
用

を
、
回
転
門
板
装
寵
の
中
に
集
約
し

た
も
の
で
、
こ
れ
は
田
本
の
水
道
の

歴
史
の
中
で
初
め
て
実
施
し
た
処
理

方
法
で
す
。

生
き
た
社
会
教
育
の
場
と
し
て
、

見
学
く
た
さ
い
。
見
学
は
展
示
室
の

あ
る
唐
戸
浄
水
甥
の
み
で
す
。

花
の
程
と
パ
ッ
キ
ン
を

無
料
配
布
し
ま
す

花
の
種
（
松
葉
牡
丹
ほ
か
）
と
パ
ッ

キ
ン
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。
気
軽

に
水
道
局
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

中
間
市
水
道
局

℡
〈
2
4
4
T
l
l
l
内
線
2
1
2
2

田
園
回
国

陽
気
も
よ
く
な
っ
て
、
山
歩
き
に
は

最
適
な
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
特
に
最
近
は
、

健
康
志
向
の
中
高
年
暗
に
鷺
山
が

ち
ょ
っ
と
し
た
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
中
高
年
登
山
者
の
増
加

と
と
も
に
遭
難
者
も
急
増
し
て
い
ま
す
。

賛
山
に
「
行
け
ば
と
う
に
か
な
る
さ
」

の
楽
観
主
義
は
禁
物
で
す
。
計
画
・
準

備
の
段
階
か
ら
、
石
橋
を
た
た
い
て
渡

る
慎
重
さ
が
必
要
で
す
。
た
と
え
体
力

に
自
信
が
あ
っ
て
も
、
登
山
前
に
は
必

ず
健
康
診
断
を
受
け
、
不
安
な
点
が
出

て
き
た
と
き
は
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ

う。

準
備
万
端
整
え
、
し
っ
か
り
し
た
計

画
を
立
て
て
も
、
実
際
向
に
登
る
と
予

想
外
の
こ
と
が
起
こ
る
も
の
で
す
。
典

型
例
は
気
候
の
急
変
。
平
地
は
も
う
初

夏
の
装
い
で
も
、
山
で
は
数
時
間
で
春

か
ら
真
冬
に
逆
戻
り
と
い
う
こ
と
が
し

ば
し
ば
起
こ
り
ま
す
。

．
年
中
で
五
月
は
同
で
遭
難
死
す
る

人
が
最
も
多
い
月
で
す
。
天
候
の
急
変
、

塞
ぎ
な
と
に
対
す
る
心
梅
え
が
仕
く
な

り
が
ち
な
時
期
と
い
う
こ
と
を
再
度
心

に
刻
み
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。


